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(57)【要約】
【課題】　被取付材に連結する横材を有するものであっ
て、横材の小口が露出しない構造体を提供する。
【解決手段】　横材と、小口部材と、横材固定具を備え
、小口部材は、裏板部と、キャップ部を有していて、裏
板部が横材の中空部に挿入してあり、キャップ部が横材
の小口を覆っており、横材固定具は、被取付材に取り付
けてあり、横材を横材固定具に当接させ、横材固定具側
から裏板部にネジ止めして、横材を被取付材に固定する
とともに、小口部材を横材に固定してある。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横材と、小口部材と、横材固定具を備え、小口部材は、裏板部と、キャップ部を一体に
形成してあり、裏板部が横材の中空部に挿入してあり、キャップ部が横材の小口を覆って
おり、横材固定具は、小口部材のキャップ部と対向する位置で被取付材に取り付けてあり
、横材を横材固定具に当接させ、横材固定具側から裏板部にネジ止めして、横材を被取付
材に固定するとともに、小口部材を横材に固定してあることを特徴とする構造体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手摺やフェンスなど、横材を被取付材に取り付けた構造を有する構造体に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　手摺やフェンスにおいて中桟の端部を縦桟に連結したものなど、横材の端部を被取付材
に連結した構造を有する構造体がある。従来、このような横材と被取付材の連結には、特
許文献１に示すような連結金具を用いていた。より詳しくは、被取付材（フェンス支柱）
の側面に連結金具の一片を取り付け、横材（ビーム材）の下面に連結金具の他片を取り付
けて、横材を被取付材に連結していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－４６４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような従来の連結構造では、被取付材の形状などによっては、横材
の小口の一部が露出し、意匠性が悪くなっていた。また、露出した小口に触れて怪我をす
るおそれがあり、安全上も問題であった。
【０００５】
　本発明は、上記事情を鑑みたものであり、被取付材に連結する横材を有するものであっ
て、横材の小口が露出しない構造体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、横材と、小口部材と、横材固定具を備え、小口部材は、裏板部と、キャップ
部を一体に形成してあり、裏板部が横材の中空部に挿入してあり、キャップ部が横材の小
口を覆っており、横材固定具は、小口部材のキャップ部と対向する位置で被取付材に取り
付けてあり、横材を横材固定具に当接させ、横材固定具側から裏板部にネジ止めして、横
材を被取付材に固定するとともに、小口部材を横材に固定してあることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、小口部材のキャップ部が横材の小口を覆うので、小口が露出せず、意
匠性が良好で、安全である。そして、横材を横材固定具に固定するネジを、小口部材を横
材に固定するネジと兼用しているので、部品点数が少なく、施工が容易である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】中桟の支柱に対する固定部を示し、（ａ）は側面視断面図、（ｂ）は正面視断面
図である。
【図２】小口部材の三面図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は側面図、（ｃ）は正面図で
ある。
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【図３】横材固定具の三面図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は側面図、（ｃ）は正面図
である。
【図４】構造体の正面図である。
【図５】笠木の支柱に対する固定部を示し、（ａ）は側面視断面図、（ｂ）は正面視断面
図である。
【図６】（ａ）～（ｄ）は構造体の施工手順図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。この構造体は、種々の用途に用
いられるものであるが、ここでは階段部に設置する手摺として用いられる場合を示す。図
４に示すように、この手摺は、支柱４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ，４ｅと、笠木５と、中桟（
横材）１を備える。
【００１０】
　支柱は、階段の各段に１本又は複数本立設してあり、階段の下側に立設したものから順
に４ａ～４ｅとなっていて、上端の高さ順に並んでいる。すなわち、支柱４ａと支柱４ｂ
は同じ段に立設してあるが、支柱４ｂの方が長いので上端の高さが高い。また、支柱４ｂ
と支柱４ｃは同じ長さであるが、支柱４ｃの方が上の段に立設してあるので上端の高さが
高い。同じく、支柱４ｃと支柱４ｄは同じ長さであるが、支柱４ｄの方が上の段に立設し
てあるので上端の高さが高い。そして、支柱４ｅは支柱４ｄよりも上の段に立設してある
が、支柱４ｅの方が短く、支柱４ｄと支柱４ｅの上端の高さは同じである。なお、隣接す
る支柱間（支柱４ｄと支柱４ｅを除く）の上端の高さの差は全て等しく、階段の１段の高
さと同じである。
【００１１】
　笠木５は、手摺の上端部に取り付けた水平方向に延びる部材である。上記のとおり、支
柱は上端の高さ順に並んでおり、隣接する支柱の上端の高さが異なるので、笠木５は、隣
接する支柱間において、一端を低い方の支柱の上端に取り付けてあり、他端を高い方の支
柱の側面に取り付けてある。ここで、一端側は階段の降り側となり、他端側は階段の昇り
側となる。すなわち、支柱４ａと支柱４ｂにおいて、笠木５は降り側の支柱４ａの上端と
、昇り側の支柱４ｂの側面に取り付けてある。同様に、支柱４ｂと支柱４ｃにおいて、笠
木５は降り側の支柱４ｂの上端と、昇り側の支柱４ｃの側面に取り付けてあり、支柱４ｃ
と支柱４ｄにおいて、笠木５は降り側の支柱４ｃの上端と、昇り側の支柱４ｄの側面に取
り付けてある。そして、支柱４ｄと支柱４ｅにおいて、笠木５は両支柱４ｄ，４ｅの上端
に取り付けてある。
【００１２】
　中桟１は、手摺の上下方向中間部に取り付けた水平方向に延びる部材である。隣接する
支柱間において、笠木５の下側に、１本又は複数本の中桟１を取り付けてあり、より詳し
くは、支柱４ａと支柱４ｂの間に１本、支柱４ｂと支柱４ｃの間及び支柱４ｃと支柱４ｄ
の間に２本、支柱４ｄと支柱４ｅの間に３本取り付けてある。そして、笠木５と中桟１の
間隔及び中桟１同士の間隔は、隣接する支柱間の上端の高さの差（階段の１段の高さ）と
同じである。よって、支柱を挟んで隣接する笠木５と中桟１又は中桟１同士が、同じ高さ
位置となっている
【００１３】
　次に、各部材同士の連結構造について詳述する。まず、図５に基づき、笠木５と支柱の
連結構造について説明する。なお、図５は支柱４ａと支柱４ｂについて示したものである
が、他の支柱においても同じである。笠木５は、断面略矩形の形材であって、中空部５１
を有し、下面の見込方向中央部には、長手方向に沿って延びる断面略コ字形の溝部５２を
形成してあり、さらに溝部５２の底面には、長手方向に沿って延びる断面略Ｃ字形の係止
部５３を形成してある。そして、笠木５の階段の降り側（支柱４ａ側）の端部には、端部
部品６を取り付けてある。端部部品６は、略矩形平板形状のカバー部６１と、カバー部６
１の笠木５側から突出する挿入片６２からなる。カバー部６１の笠木５側の面は掘り込ん
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であって、笠木５の端部が丁度嵌まり込む形状となっており、カバー部６１に笠木５の端
部が嵌まり込んだ状態で、端部部品６の挿入片６２が笠木５の中空部５１に挿入される。
この挿入片６２に対して、笠木５の下面側（係止部５３の底面）からネジ止めして、笠木
５に端部部品６を固定してある。そして、階段の降り側（支柱４ａ側）においては、支柱
４ａの上端に、端面を覆う矩形平板状の上端板８をネジ止めして取り付けてあり、さらに
上端板８の上面に、矩形平板状の連結板９をネジ止めして取り付けてある。連結板９は、
笠木５の溝部５２に丁度納まる幅と厚さを有し、取り付けた支柱４ａから隣接する支柱４
ｂ側に向けて突出している。この連結板９を溝部５２に納めるようにして、笠木５の階段
の降り側の端部が支柱４ａに載置してあり、連結板９の突出部分の下側から、笠木５の係
止部５３内に納めた裏板１０に対してネジ止めすることで、笠木５と階段の降り側の支柱
４ａを連結してある。また、階段の昇り側（支柱４ｂ側）においては、支柱４ｂの側面に
、突当具７を取り付けてある。突当具７は、端部部品６と略同じ形状で、カバー部７１と
挿入片７２を有しており、カバー部７１を支柱４ｂにネジ止めしてある。そして、カバー
部７１に笠木５の端部が嵌まり込んだ状態で、突当具７の挿入片７２が笠木５の中空部５
１に挿入されており、この挿入片７２に対して、笠木５の下面側（係止部５３の底面）か
らネジ止めして、笠木５に突当具７を固定することで、笠木５と階段の昇り側の支柱４ｂ
を連結してある。なお、突当具７の高さ位置は、階段の降り側の支柱４ａの高さに合わせ
てあるので、笠木５は水平に設けられる。
【００１４】
　続いて、図１～図３に基づき、中桟（横材）１と支柱（被取付材）の連結構造について
説明する。なお、図１は支柱４ｂについて示したものであるが、他の支柱においても同じ
である。中桟１は、断面略矩形の形材であって、中空部１１を有し、下面の見込方向中央
部には、長手方向に沿って延びる断面略コ字形の溝部１２を形成してある。そして、中桟
１の端部には、小口部材２を取り付けてある。小口部材２は、１枚の金属平板を曲げて形
成したものであり、中桟１の中空部１１に挿入してある裏板部２１と、中桟１の小口を覆
うキャップ部２２を備える。キャップ部２２は、中桟１の断面よりわずかに大きな矩形平
板状のものであって、下側から２本の切り込みを入れて見込方向中央部を中桟１側に折り
曲げてあり、折り曲げた部分の下側は切欠部２３となっている。折り曲げた部分は、キャ
ップ部２２から中桟１側へ水平向きに延びる延出面２４と、延出面２４の先端から下向き
に延びる垂直面２５と、垂直面２５の下端から中桟１側へ水平向きに延びる裏板部２１を
形成している。中桟１の中空部１１に挿入された裏板部２１は、中桟１の下面（溝部１２
の底面）に上側から当接している。また、支柱４ｂの側面には、横材固定具３を取り付け
てある。横材固定具３は、Ｌ字金具からなり、水平向きの載置部３１と、垂直向きの取付
部３２を備え、見込幅は中桟１の溝部１２に丁度納まる幅である。取付部３２を支柱４ｂ
の側面にネジ止めして固定してあり、載置部３１が支柱４ｂから水平向きに突出している
。そして、横材固定具３の載置部３１を溝部１２に納めるようにして、中桟１の端部を横
材固定具３の載置部３１に載置してあり、載置部３１の下側から、溝部１２の底面を貫通
して小口部材２の裏板部２１にネジ止めすることで、中桟１を支柱４ｂに固定するととも
に、小口部材２を中桟１に固定してある。この際、横材固定具３の取付部３２は、小口部
材２のキャップ部２２に形成した切欠部２３に納まっており、横材固定具３と小口部材２
が干渉することはない。
【００１５】
　次に、図６に基づき、このように構成した構造体の製造方法（施工手順）について説明
する。まず、階段部に、支柱４ａ～４ｅを上端の高さ順に並べて立設する（図６（ａ））
。支柱４ａから支柱４ｄにかけては、上端の高さが階段の１段の高さ分ずつ高くなってお
り、支柱４ｄと支柱４ｅの上端の高さは同じである。次に、隣接する支柱間において、笠
木５の一端を低い方の支柱の上端に取り付けるとともに、他端を高い方の支柱の側面に取
り付ける（図６（ｂ））。ここでは、階段の降り側の支柱４ａ，４ｂ間から順に取り付け
るものとし、まず、笠木５の階段の降り側（支柱４ａ側）の端部から係止部５３に裏板１
０を挿入し、さらに端部に端部部品６を取り付け、下側からネジ止めして固定する。また
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、支柱４ａの上端の上端板８の上面に、連結板９をネジ止めして固定する。さらに、階段
の昇り側の支柱４ｂの、階段の降り側の側面に、突当具７をネジ止めして固定する。この
際、突当具７の高さ位置は、階段の降り側の支柱４ａの高さに合わせる。そして、階段の
降り側において、連結板９を溝部５２に納めるようにして、笠木５の端部を支柱４ａに載
置するとともに、階段の昇り側において、突当具７の挿入片７２を笠木５の中空部５１に
挿入し、さらに連結板９の下側から笠木５の係止部５３内に納めた裏板１０に対してネジ
止めするとともに、笠木５の下側から、中空部５１内に挿入した突当具７の挿入片７２に
ネジ止めする。次に、同様にして、他の支柱間に笠木５を取り付ける（図６（ｃ））。た
だし、支柱４ｄと支柱４ｅの間においては、両端とも支柱４ｄ，４ｅの上端に取り付ける
。次に、隣接する支柱間の笠木５の下側に中桟１を後付けする（図６（ｄ））。ここでは
、階段の降り側の支柱４ａ，４ｂ間から順に取り付けるものとし、まず、両支柱４ａ，４
ｂの対向する側面に、横材固定具３の取付部３２をネジ止めして固定する。この際、横材
固定具３の高さ位置は、笠木５から階段の１段分の高さだけ離れた位置とする。次に、中
桟１の両端に、それぞれ中空部１１に裏板部２１を挿入するようにして、小口部材２を取
り付ける。そして、横材固定具３の載置部３１を溝部１２に納めるようにして、中桟１の
両端部をそれぞれ横材固定具３の載置部３１に載置し、載置部３１の下側から、溝部１２
の底面を貫通して小口部材２の裏板部２１にネジ止めする。次に、同様にして、他の支柱
間にも中桟１を取り付け、構造体が完成する。
【００１６】
　このように構成した構造体によれば、小口部材２のキャップ部２２が中桟１の小口を覆
うので、小口が露出せず、意匠性が良好で、安全である。そして、中桟１を横材固定具３
に固定するネジを、小口部材２を中桟１に固定するネジと兼用しているので、部品点数が
少なく、施工が容易である。また、中桟１を支柱に連結する際、中桟１の端部を横材固定
具３の載置部３１に載置した状態でネジ止め作業を行うことができるので、作業性がよい
。
【００１７】
　また、手摺として用いられる場合のこの構造体は、階段の傾斜角度によらず、笠木５を
水平に設けることができ、笠木５に手を掛けて階段を昇る際、垂直下向きにかかる体重を
水平な笠木５で受けるので、安定して身体を支えることができる。
【００１８】
　さらに、手摺として用いられる場合のこの構造体の製造方法によれば、階段の傾斜角度
によらず、笠木５を水平に設けることができ、笠木５に手を掛けて階段を昇る際、垂直下
向きにかかる体重を水平な笠木５で受けるので、安定して身体を支えることができる手摺
を製造できる。また、支柱４ａ～４ｅと笠木５を組んでから、適宜支柱間に中桟１を後付
けして、意匠を自在に変えることができる。
【００１９】
　本発明は、上記の実施形態に限定されない。たとえば、中桟以外の水平向きの部材（横
材）を、小口部材と横材固定具により被取付材に取り付けるものであってもよい。また、
横材固定具は、下側以外の方向から横材に当接するものであってもよく、その場合も、横
材固定具側から、小口部材の裏板部にネジ止めして固定する。さらに、この構造体は、手
摺以外にも、フェンスなど種々の用途に用いることができる。
【符号の説明】
【００２０】
　　　１　中桟（横材）
　　　２　小口部材
　　　３　横材固定具
　　　４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ，４ｅ　支柱（被取付材）
　　　５　笠木
　　１１　中空部
　　２１　裏板部
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　　２２　キャップ部

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月9日(2020.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横材と、小口部材と、横材固定具を備え、
　横材は中空部を有する部材であり、
　小口部材は、キャップ部を有し、キャップ部が横材の小口を覆っており、
　横材固定具は、横材の下面に取り付けられると共に、小口部材のキャップ部と対向する
位置で被取付材に取り付けられるものであり、
　小口部材を取り付けた横材を被取付材に取り付けた横材固定具に載置して取り付けてあ
ることを特徴とする構造体。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、横材と、小口部材と、横材固定具を備え、
　横材は中空部を有する部材であり、
　小口部材は、キャップ部を有し、キャップ部が横材の小口を覆っており、
　横材固定具は、横材の下面に取り付けられると共に、小口部材のキャップ部と対向する
位置で被取付材に取り付けられるものであり、
　小口部材を取り付けた横材を被取付材に取り付けた横材固定具に載置して取り付けてあ
ることを特徴とすることを特徴とする。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明によれば、小口部材のキャップ部が横材の小口を覆うので、小口が露出せず、意
匠性が良好で、安全である。そして、施工が容易である。
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